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北海道科学大学高校 ～寒冷地の学校で国内初の ZEB Ready の実現～ 

  

［推薦文］ 

 本業績は、北海道科学大学高校における新校舎建築において、寒冷地の教育施設として国内で初めて「ZEB 

Ready」認証を取得し、持続可能な社会の実現に資する建築環境・設備システムを導入した先進的事例である。

延床面積約 13,175m²の校舎は、厳冬期には－10℃を下回る札幌市近郊の寒冷地に立地し、教育施設としての

快適性・安全性を確保しながら、省エネルギー性能を最大限に高めることを目標として計画された。本建築は、

環境負荷低減と学習環境の質的向上を両立させる点で、今後の寒冷地における教育施設建築の模範となるも

のである。 

 

本業績の主たる評価点は以下の通りである。 

1) 国内初の寒冷地教育施設における ZEB Ready 認証取得 

 新校舎は教育用途として寒冷地で初めて ZEB Ready 認証を取得し、年間エネルギー消費量を実質的に 50％

以下に削減することに成功している。これは寒冷地における省エネルギー建築の新たな指標となるものである。 

2)パッシブ建築の工夫 

 外郭構造ルーバーや広葉樹を活用した日射遮蔽・自然換気を組み合わせ、自然の力を最大限に利用するこ

とで、空調負荷を低減しつつ快適な学習環境を実現している。 

3) 寒冷地特性に適したベストミックス熱源計画 

 寒冷地特有の暖房需要に対応するため、排熱回収やカスケード利用を組み合わせた熱源システムを構築し、

効率的な温熱供給を実現している。 

4) 新しい空調方式の開発 

 高温度差吹出方式や、教室の窓側環境を改善する「コアンダ効果」を活かした空調方式を導入し、室内の6面

表面温度を均質化することで快適性を向上させている。 

5) 竣工後の運用実績の評価と検証 

 エネルギー使用量調査やアンケート調査を通じて、竣工後の運用実績を検証し、省エネルギー効果と快適性

の両立を確認している。これにより、設計段階での計画が実際の運用においても有効であることを実証してい

る。 

6) 教育的効果と波及性 

 新校舎は当該施設で学ぶ生徒にとって「生きた教材」となり、省エネルギー・再生可能エネルギー・気候変動・

循環型社会といった SDGs 関連テーマを学ぶ場を提供している。環境行動への好影響が期待され、教育的

価値を兼ね備えた建築事例として高く評価できる。 

 

 以上の通り、本業績は寒冷地に建設される教育施設において、ZEB Ready を達成するための建築環境・設備

システムを実現した先進的事例であり、環境負荷低減と教育的価値の両立を果たしている。 

 

よって、本業績は空気調和・衛生工学会振興賞技術振興賞に値するものと認める。 


